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美
杉
「
め
ぐ
み
分
団
」 

全
国
女
性
消
防
操
法
大
会
に
出
場 

（
美
杉
分
署
） 

来
る
十
月
十
七
日
に
神
奈
川
県

の
横
浜
市
消
防
訓
練
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
開
催
さ
れ
る
、
第
二
十
一
回

全
国
女
性
消
防
操
法
大
会
に
、
三
重

県
代
表
と
し
て
津
市
消
防
団
美
杉

方
面
団
の
女
性
分
団
「
め
ぐ
み
分

団
」
が
出
場
し
ま
す
。 

   

 

大
会
で
は
、
全
国
各
地
か
ら
四
十

七
チ
ー
ム
が
出
場
し
、
五
人
一
組
で

軽
可
搬
ポ
ン
プ
を
操
作
し
、
放
水
に

よ
り
標
的
の
二
個
の
ビ
ー
チ
ボ
ー

ル
を
落
下
さ
せ
、
速
さ
と
確
実
性
、

安
全
性
を
競
い
ま
す
。 

審
査
は
各
操
作
員
の
行
動
審
査

得
点
に
計
時
審
査
（
基
準
タ
イ
ム
五

十
五
秒
）
、
総
合
審
査
得
点
を
加
算

す
る
方
式
と
非
常
に
厳
し
い
審
査

で
順
位
が
決
ま
り
ま
す
。 

 

分
団
員
は
美
杉
方
面
団
や

家

庭
・
職
場
の
皆
さ
ん
の
理
解
の
も

と
、
昨
年
の
夏
ご
ろ
か
ら
筋
力
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
等
の
基
礎
体
力
づ
く
り
、

今
年
四
月
か
ら
は
毎
週
二
回
の
基

礎
練
習
、
八
月
か
ら
は
毎
週
三
回
以

上
、
一
連
の
動
作
の
反
復
練
習
を
重

ね
ま
し
た
。 

大
会
ま
で
残
り
一
ヵ
月
、
訓
練
も

大
詰
め
と
な
り
、
選
手
た
ち
は
悔
い

を
残
さ
な
い
よ
う
今
日
も
訓
練
に

励
ん
で
い
ま
す
。 

（
田
村 

和
也
） 
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↑大会に向け練習に励む津市消防団美杉方面団の女性分団「めぐみ分団」の選手たち  

 
↑9/17 に実施された県庁での壮行会  

↑ホース延長 !! 
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危
険
物
安
全
週
間
に
伴
う 

想
定
訓
練
の
実
施 

（
中
消
防
署
） 

 

毎
年
六
月
の
第
二
週
は
「
危
険
物

安
全
週
間
」
に
定
め
ら
れ
て
お
り
、

ガ
ソ
リ
ン
や
軽
油
に
代
表
さ
れ
る

「
危
険
物
」
の
取
り
扱
い
に
対
す
る

意
識
の
高
揚
及
び
啓
発
が
全
国
的

に
推
進
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

中
消
防
署
で
は
、
危
険
物
を
貯
蔵

す
る
工
場
で
爆
発
が
起
こ
り
、
建
物

内
に
従
業
員
が
取
り
残
さ
れ
て
い

る
と
の
想
定
で
、
消
防
訓
練
を
実
施

し
ま
し
た
。 

          

取
り
残
さ
れ
た
要
救
助
者
を
救

助
す
る
特
別
救
助
隊
と
、
そ
れ
を
フ

ォ
ロ
ー
し
な
が
ら
消
火
活
動
を
行

う
消
防
隊
、
そ
し
て
、
各
隊
の
統
制

を
図
る
指
揮
隊
と
で
繰
り
返
し
訓

練
を
行
っ
て
互
い
の
連
携
を
確
認

 

し
、
実
際
の
現
場
で
の
安
全
確
実
な

消
防
活
動
と
、
署
員
の
士
気
高
揚
を

図
り
ま
し
た
。 

 

（
茨
木 

和
隆
） 

 

第
四
十
二
回
消
防
救
助
技
術 

東
海
地
区
指
導
会
に
出
場 

（
西
分
署
） 

七
月
二
十
四
日
、
鈴
鹿
市
石
薬
師

町
の
三
重
県
消
防
学
校
で
、
第
四
十

二
回
消
防
救
助
技
術
東
海
地
区
指

導
会
が
開
催
さ
れ
、
西
分
署
チ
ー
ム

は
、
障
害
突
破
訓
練
に
出
場
し
ま
し

た
。 

 

こ
の
訓
練
は
、
は
し
ご
登
は
ん
や

ロ
ー
プ
渡
過
等
、
五
カ
所
の
障
害
を

乗
り
越
え
、
ゴ
ー
ル
ま
で
の
安
全
確

実
性
、
迅
速
性
を
評
価
す
る
種
目

で
、
約
四
ヶ
月
間
、
出
場
者
六
人
は

全
国
大
会
に
出
場
を
目
指
し
日
々

精
進
し
て
き
ま
し
た
。 

大
会
当
日
は
、
大
雨
の
中
で
の
競

技
と
な
り
ま
し
た
が
、
減
点
は
無

く
、
二
十
三
チ
ー
ム
中
十
位
（
三
重

県
内
一
位
）
で
し
た
。 

訓
練
で
培
っ
た
不
屈
の
体
力
・
精

神
力
を
災
害
現
場
で
活
か
せ
る
よ

う
さ
ら
に
努
力
を
続
け
て
い
ま
す
。 

（
山
田 

貴
大
） 

       

               

安
濃
分
署
に
ひ
ま
わ
り
が
咲
く 

（
安
濃
分
署
） 

 

昨
年
、
社
会
見
学
に
訪
れ
た
小
学

生
か
ら
「
市
民
の
た
め
に
が
ん
ば
っ

て
く
だ
さ
い
」
と
、
ひ
ま
わ
り
の
種

を
頂
き
ま
し
た
。 

そ
の
種
を
庁
舎
の
花
壇
に
植
え

た
と
こ
ろ
、
七
月
の
中
旬
に
花
壇
い

っ
ぱ
い
に
ひ
ま
わ
り
の
花
が
咲
き

ま
し
た
。 

安
濃
分
署
は
田
園
の
真
ん
中
に

あ
り
、
見
晴
ら
し
は
良
い
の
で
す

が
、
少
し
淋
し
い
感
じ
を
受
け
る
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
。
大
き
く
黄
色
い 

ひ
ま
わ
り
の
花
が
咲
い
た
こ
と
で
、

と
て
も
夏
ら
し
く
明
る
い
雰
囲
気

に
な
り
、
安
濃
地
域
の
景
観
に
も
一

役
か
っ
て
い
ま
す
。 

職
員
か
ら
も
「
小
学
生
か
ら
貰
っ

た
ひ
ま
わ
り
の
種
が
、
元
気
に
花
を

咲
か
せ
て
い
る
の
を
見
る
と
、
今
年

の
夏
の
暑
さ
に
負
け
る
こ
と
な
く

職
務
を

全
う
す

る
こ
と
が
で
き

る
！
と
い
う
気
持
ち
に
な
り
ま
す
」

と
言
う
コ
メ
ン
ト
が
あ
り
夏
バ
テ

無
く
猛
暑
を
乗
り
切
れ
ま
し
た
。 

（
井
上 

拓
也
） 

  

↑訓練を行う署員  

↑ゴールに向かって走り込む西分署チーム  

↑種をくり抜いて「火の用心」  
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水
難
用
資
器
材
取
扱
訓
練 を

実
施 

（
北
消
防
署
） 

七
月
十
八
日
、
十
九
日
の
両
日
、

白
塚
漁
港
に
お
い
て
、
北
消
防
署
、

河
芸
分
署
、
芸
濃
分
署
合
同
に
よ
る

水
難
用
資
機
材
取
扱
訓
練
を
行
い

ま
し
た
。 

今
回
の
訓
練
は
、
夏
休
み
を
前
に

水
難
事
故
対
応
に
お
け
る
迅
速
的

確
な
初
動
体
制
作
り
を
図
っ
た
も

の
で
、
ゴ
ム
ボ
ー
ト
の
搬
送
、
船
外

機
の
取
り
付
け
等
の
水
難
救
助
用

資
機
材
の
取
り
扱
い
訓
練
を
重
点

的
に
実
施
し
、
初
期
の
目
的
を
達
す

る
と
と
も
に
隊
員
相
互
の
連
携
強

化
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

（
田
中 

淳
一
） 

 

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
施
設
で 

地
震
・
津
波
に
よ
る 

避
難
訓
練
を
実
施 

（
河
芸
分
署
） 

七
月
二
十
日
、
河
芸
町
一
色
の
ハ
ー

ト
ヒ
ル
か
わ
げ
Ｒ
２
３
で
地
震
・
津

波
を
想
定
し
た
避
難
訓
練
が
行
わ

れ
ま
し
た
。 

 
 

 
 

   
 

          

施
設
職
員
は
、
施
設
利
用
者(

約

六
十
人)

を
手
際
よ
く
送
迎
用
車
両

に
乗
車
さ
せ
、
高
台
に
あ
る
姉
妹
施

設
の
介
護
老
人
福
祉
施
設
ハ
ー
ト

ヒ
ル
か
わ
げ
へ
の
避
難
に
要
し
た

時
間
を
計
測
し
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
河
芸
分
署
員
に
よ
る
「 

    

津
波
避
難
対
策
」
の
講
話
と
水
消
火

器
に
よ
る
初
期
消
火
訓
練
を
実
施

す
る
と
と
も
に
、
避
難
経
路
、
非
常

食
の
管
理
状
況
及
び
防
災
資
器
材

等
の
確
認
を
行
い
ま
し
た
。 

（
西
谷 

昂
） 

 

中
国
人
研
修
生
が 

防
火
指
導
を
受
講 

（
芸
濃
分
署
） 

 

七
月
四
日
、
芸
濃
分
署
に
お
い
て

中
国
人
研
修
生
十
二
人
を
対
象
に
、

防
火
指
導
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

防
火
指
導
会
で
は
、
中
国
語
に
翻

訳
さ
れ
た
防
災
講
話
の
資
料
を
視

聴
し
、
火
災
予
防
、
震
災
の
対
処
等

に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
ま
た
、
初

期
消
火
の
実
践
訓
練
と
し
て
、
水
消

火
器
を
使
っ
て
の
初
期
消
火
方
法

を
体
験
し
ま
し
た
。 

消
防
署
で
は
、
こ
の
他
に
も
地
域

自
治
体
、
学
校
、
事
業
所
等
に
も
防

災
指
導
を
行
っ
て
お
り
、
地
域
の
防

災
意
識
の
向
上
を
目
指
し
て
い
ま

す
。 

 
 

 
 

 

（
岸
江
大
輔
） 

             

 

              

津
市
消
防
団
久
居
方
面
団
が 

操
法
大
会
を
実
施 

（
久
居
消
防
署
） 

七
月
十
四
日
、
津
市
久
居
体
育
館

駐
車
場
に
お
い
て
、
第
十
九
回
津
市

消
防
団
久
居
方
面
団
操
法
大
会
が

開
催
さ
れ
、
久
居
地
域
の
十
の
分
団

が
小
型
ポ
ン
プ
操
法
を
競
い
合
い

ま
し
た
。 

大
会
途
中
に
は
激
し
い
降
雨
も

あ
り
ま
し
た
が
、
こ
の
日
の
た
め
に

厳
し
い
訓
練
に
励
ん
で
き
た
選
手

は
雨
を
も
の
と
も
せ
ず
、
ず
ぶ
ぬ
れ

に
な
り
な
が
ら
も
訓
練
の
成
果
を

遺
憾
な
く
発
揮
し
ま
し
た
。 

   

↑ゴムボートに船外機を  
取り付ける職員  

↑避難のため送迎用車両に乗車  

↑訓練用の水消火器で取り扱いを学ぶ  
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各
分
団
は
、
五
月
下
旬
頃
か
ら
操
法

訓
練
に
取
り
組
み
、
短
い
期
間
で
は
あ

り
ま
し
た
が
、
ホ
ー
ス
の
延
長
方
法
や

ポ
ン
プ
の
操
作
方
法
な
ど
「
い
か
に
早

く
、
安
全
、
確
実
に
標
的
を
落
と
す
こ

と
が
で
き
る
か
」
に
つ
い
て
、
団
員
同

士
で
夜
遅
く
ま
で
熱
く
盛
り
上
が
っ

た
そ
う
で
す
。 

八
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
こ
の
操
法
大
会
は
、
団
員
は
も

と
よ
り
、
地
元
自
治
会
の
応
援
や
団
員

家
族
の
サ
ポ
ー
ト
も
あ
り
、
こ
れ
か
ら

の
消
防
団
活
動
が
益
々
発
展
す
る
き

っ
か
け
と
な
り
、
久
居
地
域
の
安
全
安

心
に
つ
な
が
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。 

（
前
川 

寿
宏
） 

 

              

高
茶
屋
地
区 

安
全
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
参
加 

（
南
分
署
） 

 

五
月
十
九
日
、
三
重
中
央
自
動
車

学
校
で
「
高
茶
屋
地
区
安
全
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

例
年
、
安
全
・
防
災
を
テ
ー
マ
に

実
施
さ
れ
て
お
り
、
消
防
は
初
期 

消
火
・
放
水
・
煙
体
験
コ
ー
ナ
ー
や

ミ
ニ
消
防
車
・
救
急
車
の
展
示
試
乗

コ
ー
ナ
ー
、
津
市
消
防
団
津
方
面
団

の
デ
ー
ジ
ー
分
団
に
よ
る
紙
芝

居
・
輪
投
げ
コ
ー
ナ
ー
、
久
居
消
防

署
高
度
救
助
隊
に
よ
る
、
は
し
ご
車

か
ら
の
降
下
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ

ョ
ン
も
実
施
し
ま
し
た
。 

 
 

         

約
千
人
も
の
地
域
住
民
の
方
が

来
場
し
て
い
た
だ
き
、
子
供
た
ち
が

防
火
衣
を
着
装
し
、
真
剣
な
眼
差
し

で
放
水
体
験
し
て
い
る
姿
や
、
楽
し

そ
う
に
ミ
ニ
消
防
車
と
記
念
撮
影

し
て
い
る
風
景
も
見
ら
れ
ま
し
た
。 

（
池
村 

光
弘
） 

 自
主
防
災
会
訓
練
を
実
施 

（
美
里
分
署
） 

七
月
二
八
日
、
美
里
町
五
百
野
地

区
に
お
い
て
、
自
主
防
災
会
、
津
市

消
防
団
美
里
方
面
団
第
二
分
団
あ

わ
せ
て
約
六
十
人
が
参
加
し
て
、
地

震
、
風
水
害
に
備
え
た
自
主
防
災
訓

練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

                    

訓
練
は
、
水
消
火
器
に
よ
る
初
期

消
火
訓
練
と
災
害
弱
者
、
逃
げ
遅
れ

た
人
の
救
出
、
救
護
訓
練
が
実
施
さ

れ
ま
し
た
。 

地
区
住
民
の
皆
さ
ん
は
、
本
番
さ

な
が
ら
の
緊
張
感
を
持
っ
て
熱
心

に
訓
練
に
取
り
組
み
、
災
害
時
に
お

け
る
消
防
団
、
関
係
機
関
お
よ
び
住

民
の
連
携
の
必
要
性
を
再
確
認
さ

れ
る
と
と
も
に
、
防
災
に
対
す
る
意

識
の
向
上
に
つ
な
が
っ
た
も
の
と

思
い
ま
す
。 

 
 

（
井
川 

幸
則
） 

 

ふ
れ
あ
い
の
か
お
り
２
０
１
３ 

渚
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

（
香
良
洲
分
遣
所
） 

 

五
月
二
十
六
日
、
香
良
洲
町
高
砂

の
香
良
洲
公
園
内
で
「
ふ
れ
あ
い
の

か
お
り
２
０
１
３ 

渚
の
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

香
良
洲
分
遣
所
で
は
、
津
市
消
防

団
香
良
洲
方
面
団
の
女
性
消
防
団

員
と
と
も
に
、
大
声
大
会
と
わ
な

げ
、
子
供
防
火
服
を
着
用
し
て
の
ミ

ニ
消
防
車
試
乗
体
験
を
実
施
し
た

と
こ
ろ
、
た
く
さ
ん
の
親
子
連
れ
が

楽
し
そ
う
に
体
験
さ
れ
て
い
ま
し

た
。 

 

今
後
と
も
、
子
供
た
ち
の
防
火
意 

             

↑ホースを延長する久居方面団員  
 

↑イベントを楽しむ来場者  
 

↑瓦礫からの救出訓練  
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識
を
高
め
る
た
め
、
こ
の
よ
う
な
イ

ベ
ン
ト
を
通
じ
た
防
火
啓
発
活
動

に
も
力
を
注
い
で
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。 

 
 

 

（
高
岡 

正
弘
） 

            

津
市
消
防
団
白
山
方
面
団 

夏
期
実
践
訓
練
を
実
施 

（
白
山
消
防
署
） 

 

八
月
十
八
日
、
白
山
町
八
対
野
の

日
生
学
園
第
二
高
等
学
校
ラ
グ
ビ

ー
場
に
お
い
て
、
平
成
二
十
五
年
度

津
市
消
防
団
白
山
方
面
団
夏
期
実

践
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。 

 

今
回
の
訓
練
は
、
各
分
団
の
協

力
・
連
携
の
強
化
を
目
的
に
行
わ

れ
、
白
山
方
面
団
長
以
下
百
八
十
人

が
参
加
し
、
火
点
か
ら
約
八
〇
〇
ｍ

先
の
砂
防
ダ
ム
か
ら
吸
水
し
た
消

 

              

防
ポ
ン
プ
車
隊
と
、
約
五
〇
〇
ｍ
先

の
貯
水
池
か
ら
吸
水
し
た
可
搬
ポ

ン
プ
隊
と
に
分
か
れ
、
遠
距
離
中
継

送
水
訓
練
に
臨
み
ま
し
た
。 

炎
天
下
の
中
、
方
面
団
長
の
指
揮

の
も
と
各
分
団
員
は
滝
の
よ
う
に

流
れ
る
汗
を
か
き
な
が
ら
、
実
際
の

消
火
活
動
さ
な
が
ら
に
、
高
低
差
の

あ
る
経
路
で
機
敏
に
ホ
ー
ス
延
長

を
行
い
ま
し
た
。 

ま
た
火
点
側
で
は
、
放
水
開
始
と

同
時
に
三
人
の
要
救
助
者
を
発
見

し
た
と
い
う
想
定
で
、
救
護
隊
に
よ

る
応
急
処
置
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し

た
。 

 
 

 
 

 

（
森
川 

恵
一
） 

  

津
市
一
志
地
域 

総
合
水
防
訓
練
を
実
施 

（
一
志
分
署
） 

 

六
月
二
日
、
一
志
町
高
野
の
市
立

高
岡
幼
稚
園
・
高
野
保
育
園
園
庭
を

メ
イ
ン
会
場
に
平
成
二
十
五
年
度

津
市
一
志
地
域
総
合
水
防
訓
練
が

実
施
さ
れ
ま
し
た
。 

訓
練
は
、
土
砂
災
害･

全
国
統
一

防
災
訓
練
を
兼
ね
た
も
の
で
、
集
中

豪
雨
に
よ
り
三
重
県
下
に
大
雨
洪

水
警
報
が
発
令
さ
れ
、
津
市
中
西
部

に
お
い
て
三
重
県
よ
り
土
砂
災
害

警
戒
情
報
が
発
表
さ
れ
た
と
の
想

定
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 
           

訓
練
に
は
津
市
消
防
団
一
志
方

面
団
、
自
主
防
災
協
議
会
一
志
支
部

の
自
主
防
災
会
、
三
重
県
県
土
整
備

部
、
津
市
危
機
管
理
部
、
津
市
一
志

総
合
支
所
、
津
南
警
察
署
な
ど
か
ら

約
二
百
人
が
参
加
し
、
情
報
伝
達
・

避
難
・
水
防
工
法
訓
練
を
実
施
し
ま

し
た
。 

 
 

 

（
山
口 

省
治
） 

 津
市
災
害
図
上
訓
練
実
施 

（
消
防
総
務
課
） 

八
月
二
十
二
日
、
津
市
本
庁
舎
に

お
い
て
災
害
対
策
本
部
図
上
訓
練

を
実
施
し
ま
し
た
。 

同
日
午
前
六
時
〇
〇
分
に
南
海

ト
ラ
フ
を
震
源
と
す
る
巨
大
地
震

が
発
生
し
、
津
市
内
で
震
度
７
を
観

測
し
た
と
い
う
想
定
の
も
と
、
実
際

の
被
災
地
の
よ
う
な
緊
迫
感
の
中
、

職
員
は
連
携
を
取
り
な
が
ら
、
そ
れ

ぞ
れ
の
任
務
を
遂
行
し
ま
し
た
。 

訓
練
に
参
加
し
た
職
員
か
ら
、

「
こ
れ
ま
で
の
経
験
か
ら
手
順
は

理
解
し
て
い
る
つ
も
り
で
あ
っ
た

が
、
本
訓
練
を
通
じ
て
情
報
共
有
の

難
し
さ
を
痛
感
し
た
。
こ
う
し
た
課

題
を
克
服
し
、
有
事
に
備
え
た
い
」

と
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。 

            

↑水防工法を実施する参加者  
 

↑可搬ポンプを車両から降ろす団員  
 

↑電動ミニ消防車で走行する親子  
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今
後
、
津
市
消
防
で
は
、
訓
練
で

発
生
し
た
問
題
点
を
把
握
・
改
善
す

る
こ
と
で
災
害
対
策
本
部
の
更
な

る
機
能
強
化
に
努
め
ま
す
。 

 
 

 

（
小
林 

隆
幸
） 

 
 

   

住
宅
用
火
災
警
報
器
の 

維
持
管
理
で
き
て
い
ま
す
か 

 
 

 
 

 
 

 

（
消
防
安
全
課
） 

 

平
成
二
十
年
六
月
か
ら
設
置
が

義
務
化
さ
れ
た
住
宅
用
火
災
警
報

器
は
、
年
々
そ
の
設
置
率
が
上
昇

し
、
津
市
で
は
本
年
六
月
時
点
で
約

八
割
の
住
宅
が
設
置
し
て
い
ま
す
。 

こ
の
住
宅
用
火
災
警
報
器
に
よ

っ
て
、
火
災
の
発
生
を
初
期
状
態
で

発
見
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
大

事
に
至
ら
な
か
っ
た
と
い
う
奏
功

事
例
が
数
多
く
報
告
さ
れ
て
い
ま

す
。 

  

           

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
維
持
管

理
は
、
日
頃
の
点
検
は
も
と
よ
り
、

長
く
使
用
し
て
い
る
と
電
池
の
交

換
や
本
体
の
交
換
が
必
要
と
な
っ

て
き
ま
す
。
「
ピ
ッ
ピ
ッ
ピ
」
と
一

定
の
間
隔
で
鳴
る
場
合
は
、
機
器
の

異
常
が
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、
取
扱

説
明
書
等
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。 

ま
た
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
に

は
、
電
池
交
換
が
必
要
な
も
の
が
あ

り
ま
す
。
機
種
や
動
作
環
境
に
よ
り

電
池
寿
命
は
異
な
り
ま
す
の
で
、
定

期
的
に
点
検
ボ
タ
ン
を
押
す
、
又
は

ひ
も
を
引
い
て
作
動
確
認
を
し
ま

し
ょ
う
。
も
し
も
の
時
に
正
常
に
作

動
す
る
よ
う
、
日
頃
の
維
持
管
理
が

大
切
で
す
。 

 

（
松
本 

栄
司
） 

 
 

 
 

が
ん
ば
れ
学
生
消
防
団
員
！ 

（
消
防
団
統
括
室
） 

六
月
五
日
、
三
重
短
期
大
学
生
二

十
二
人
で
構
成
さ
れ
る
『
学
生
機
能

別
団
員
』
が
発
足
し
ま
し
た
。
防

火
・
防
災
に
寄
与
し
た
い
と
の
熱
い

思
い
で
志
願
し
て
い
た
だ
い
た
若

い
学
生
団
員
の
入
団
に
よ
っ
て
、
津

市
消
防
団
に
新
風
が
吹
き
込
む
こ

と
と
思
い
ま
す
。 

学
生
機
能
別
団
員
の
主
な
活
動

は
啓
発
活
動
や
救
急
指
導
等
を
予

定
し
て
い
ま
す
が
、
大
規
模
災
害
時

に
は
後
方
支
援
部
隊
と
し
て
避
難

所
や
救
護
所
で
の
活
動
を
期
待
し

て
い
ま
す
。 

 

（
山
口 

敬
正
） 

  

↑被害状況を記録する参加職員  
 

多数の 

奏功事例が 

あります。 

↑夏期訓練に参加する学生機能別消防団員  
 

↑夏期訓練に参加する学生機能別団員  
 

住宅用火災警報器によって、火災の発生を初期状態

で知ることができたため、消火器等による初期消火に成

功し大事に至らなかったもの。また、鍋のかけ忘れで警報

器が鳴動し、鍋の空焚きに気付き火災に至らなかったも

のなどを含め、数多くの奏功事例が報告されています。 

 点検ボタンなどで、 
定期的に動作確認を 
してください 
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平
成
二
十
五
年
上
半
期
の 

火
災
・
救
急
・
救
助
概
況 

【
火
災
】
上
半
期
に
市
内
で
発
生
し
た

火
災
は
八
十
九
件
で
、
昨
年
同
期
と
比

較
す
る
と
三
十
三
件
増
加
し
ま
し
た
。

火
災
種
別
で
見
る
と
、
建
物
火
災
は
十

件
増
加
、
そ
の
他
の
火
災
は
二
十
五
件

増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

出
火
原
因
で
は
「
放
火
の
疑
い
」
に

よ
る
火
災
が
多
く
発
生
し
て
お
り
、
日

頃
か
ら
放
火
さ
れ
に
く
い
環
境
づ
く

り
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。 

 
 

 

                

【
救
急
】
上
半
期
に
市
内
で
発
生
し
た

救
急
出
動
件
数
は
六
千
八
百
二
十
二

件
で
、
急
病
が
四
千
二
百
二
十
三
件
と

全
体
の
約
六
十
二
％
で
し
た
。 

 

ま
た
、
救
急
出
動
全
体
の
約
五
十

三
％
が
軽
症
患
者
で
し
た
。 

軽
い
け
が
や
病
気
（
擦
り
傷
、
歯

痛
、
風
邪
な
ど
）
の
場
合
な
ど
は
、
自

家
用
車
や
タ
ク
シ
ー
な
ど
で
掛
か
り

付
け
の
医
療
機
関
で
受
診
し
て
く
だ

さ
い
。 

 

救
急
車
の
適
正
利
用
に
御
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。 

【
救
助
】
平
成
二
十
五
年
上
半
期
に

市
内
で
発
生
し
た
救
助
出
動
件
数
は

六
十
一
件
で
、
交
通
事
故
が
二
十
九
件

と
全
体
の
約
四
十
八
％
で
し
た
。 

 

出
動
件
数
六
十
一
件
の
う
ち
現
場

で
活
動
し
た
件
数
は
、
三
十
三
件
で
、

三
十
三
人
を
救
助
し
ま
し
た
。
活
動
件

数
に
含
ま
れ
て
い
な
い
二
十
八
件
に

つ
い
て
は
、
救
助
隊
が
到
着
す
る
ま
で

に
付
近
住
民
に
よ
り
救
出
さ
れ
た
も

の
な
ど
で
す
。 

 

☆ 

主
な
行
事
予
定 

☆ 

◆
一
一
月
九
日
（
土
） 

 

消
防
・
防
災
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

 

（
津
リ
ー
ジ
ョ
ン
プ
ラ
ザ
・
お
城
ホ
ー
ル
ほ
か
） 

◆
一
一
月
二
十
四
日
（
日
） 

 

平
成
二
十
五
年
度
津
市
総
合
防
災
訓
練 

 

（
白
塚
漁
港
周
辺
） 

◆
一
月
十
二
日
（
日
） 

 

津
市
消
防
出
初
式 

（
津
リ
ー
ジ
ョ
ン
プ
ラ
ザ
・
お
城
ホ
ー
ル
ほ
か
） 

  

編
集
後
記 

 

二
〇
二
〇
年
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

地
が
東
京
に
決
ま
り
ま
し
た
ね
。 

次
い
で
、
レ
ス
リ
ン
グ
が
東
京
五
輪

と
、
そ
の
次
の
二
〇
二
四
年
の
五
輪
の

正
式
競
技
に
決
ま
り
、
津
市
出
身
の
吉

田
沙
保
里
選
手
も
喜
び
を
露
わ
に
し

「
東
京
五
輪
を
め
ざ
す
」
と
コ
メ
ン
ト

し
て
い
ま
し
た
。 

国
内
の
最
高
気
温
を
更
新
し
た
記
録

的
な
今
年
の
猛
暑
が
過
ぎ
て
秋
の
気
配

が
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
こ
ろ

に
、
こ
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
関
連
の
熱
い

ニ
ュ
ー
ス
で
再
び
日
本
中
が
熱
く
な
っ

て
い
ま
す
。 

津
市
消
防
も
組
織
改
編
や
高
度
救
助

隊
の
発
足
、
消
防
団
事
務
の
移
管
な
ど

が
あ
り
、
大
き
く
変
化
し
た
熱
い
年
と

な
り
ま
し
た
。 

私
に
と
っ
て
も
人
事
異
動
で
大
き
く

変
化
し
た
熱
い
年
と
な
り
ま
し
た
が
、

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
目
指
す
選
手
た
ち
の

よ
う
に
、
大
き
な
目
標
を
持
っ
て
、
熱

く
進
ん
で
行
き
た
い
も
の
で
す
ね
。 

（
宮
田 

憲
一
） 

                             

区分 
平成 25 年 

上半期 

平成 24 年 

上半期 
増減 

火災件数合計(件) 89 56 33 

火
災
種
別(

件)
 

建物火災 36 26 10 

 うち住宅火災 19 13  6 

林野火災  5  2  3 

車両火災  5 10 ▲5 

船舶火災  0  0  0 

その他の火災 43 18 25 

死者（人）  4  1  3 

負傷者（人）  4  4  0 

                      ▲は減を示す 
 

区分 
平成 25 年 

上半期 

平成 24 年 

上半期 
増減 

出動件数 6,822 6,506 316 

搬送件数 6,138 5,851 287 

搬送人員（人） 6,215 5,918 297 

主な事

故種別

(出動件数) 

急 病 4,223 4,000 223 

一般負傷 1,082 1,023  59 

交通事故   647   616  31 

 

区分 
平成 25 年 

上半期 

平成 24 年 

上半期 
増減 

出動件数 61 46 15 

活動件数 33 33  0 

救助人員（人） 33 38 ▲5 

主な事

故種別

(出動件数) 

交通事故 29 24  5 

水難事故  6  6  0 

建物等による事故  8  3  5 

火 災  6  0  6 

                                      ▲は減を示す 
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平成 25 年 11 月 9 日(土)  

 津リージョンプラザお城ホール  

  午前 10 時 00 分～午前 11 時 30 分  
 お城西公園  

  午前 10 時 30 分～午後２時 00 分 

○お城西公園 午前10時30分～午後２時 

 ・運転席乗車体験（水槽付き消防ポンプ車・救急車） 
 ・消防車両展示 

（救助工作車・はしご車・指揮車・消防団多機能車・支援車） 

・電動ミニ消防車・救急車  
 ・防火服着装体験  
 ・初期消火体験  
 ・心肺蘇生法体験  
 ・ぬりえ  
 ・煙体験  
 ・１１９番通報体験 
 ・地震体験  
 ・防災啓発 

○津リージョンプラザお城ホール（定員600名） 

 午前10時～午前11時30分（9時30分開場） 

 ・津市消防音楽隊による演奏  
   「あまちゃんのテーマ」「ディズニーメドレー」 

「時代劇メドレー」など  

 ・幼年消防隊による演技  
 ・女性消防団による防火寸劇  

※天候などにより、中止または内容を変更する場合があります。 

○防災ヘリによる救出訓練（午後１時～）   

 （雨天、緊急出動時は中止することがあります。） 
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